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　ぬ
ま
お 

と
し
お

日
光
市
生
ま
れ
。
宇
都

宮
高
校
、
獨
協
医
大
卒

業
後
、
米
国
留
学
を
経

て
塩
谷
総
合
病
院
副
院
長
、
国
立
病
院
機
構
宇
都
宮

病
院
院
長
を
歴
任
。
現
在
は
同
病
院
名
誉
院
長
と
し

て
宇
都
宮
セ
ン
ト
ラ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
等
で
診
療
。
専

門
は
呼
吸
器
、
ア
レ
ル
ギ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ
医
学
な
ど
。
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1 「
突
然
」
に
備
え
る

い
ま
目
の
前
で
い
き
な
り
人
が
倒
れ
た

ら
、
皆
さ
ん
は
ど
う
し
ま
す
か
？
　
日
本

で
は
１
年
間
で
８
万
人
以
上
が
心
臓
突
然

死
（
心
臓
が
原
因
で
突
然
心
停
止
す
る
）

で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
（
日
本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財

団
）。「
突
然
死
」
と
は
症
状
が
出
て
か
ら

24
時
間
以
内
に
亡
く
な
る
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
う
ち
心
疾
患
に
起
因
し
た
心
臓
突
然

死
は
全
体
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

心
臓
突
然
死
の
主
な
原
因
は
心
筋
梗
塞
や

狭
心
症
な
ど
の
冠
動
脈
疾
患
で
す
が
、
40

歳
以
下
で
は
遺
伝
性
不
整
脈
や
心
筋
症
の

割
合
が
高
く
な
っ
て
お
り
、
直
接
死
因
で

あ
る
重
篤
な
不
整
脈
の
80
％
は
心
室
細
動

に
よ
る
も
の
で
す
。
地
震
や
集
中
豪
雨
な

ど
近
年
増
加
し
て
い
る
自
然
災
害
に
備
え

る
こ
と
は
現
代
日
本
人
の
マ
ス
ト
で
す
が
、

周
囲
の
人
の
急
変
を
想
定
し
て
準
備
し
て

お
く
こ
と
も
、
現
代
の
私
た
ち
に
は
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

2 

ス
ポ
ー
ツ
と
心
臓
突
然
死

「
心
臓
病
＝
高
齢
者
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ス
ポ
ー

ツ
関
連
の
突
然
死
は
若
年
者
に
も
多
く
、

18
歳
以
下
の
突
然
死
の
約
４
割
は
ス
ポ
ー

ツ
関
連
で
す
。
ア
ス
リ
ー
ト
の
突
然
死
の

発
生
率
は
性
別
、
年
齢
、
ス
ポ
ー
ツ
の
種

類
に
よ
り
大
き
く
異
な
り
、
性
別
で
は
男

性
ア
ス
リ
ー
ト
は
女
性
の
５
〜
６
倍
リ
ス

ク
が
高
く
、
年
齢
で
は
35
歳
以
上
で
心
臓

突
然
死
の
発
生
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
ス

ポ
ー
ツ
の
種
類
で
は
、
持
久
系
ス
ポ
ー
ツ

（
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
）
や
瞬
発
力
を
要
す
る
コ

ン
タ
ク
ト
・
ス
ポ
ー
ツ
（
ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
）
で
リ
ス
ク
が
高

く
な
り
ま
す
。
ま
た
若
年
者
は
胸
の
骨
や

筋
肉
が
大
人
よ
り
柔
ら
か
い
た
め
、
ボ
ー

ル
や
相
手
の
体
が
胸
に
強
く
当
た
る
こ
と

で
心
臓
が
突
然
止
ま
る
心
臓
震
盪
（
し
ん

と
う
）
が
起
こ
り
や
す
く
、
野
球
や
空
手
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
で
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
現
場
で
は
健
康
な
人

や
若
年
者
で
あ
っ
て
も
心
臓
突
然
死
の
リ

ス
ク
は
安
静
時
の
17
倍
高
い
と
の
報
告
が

あ
り
（
米
国
）、
原
因
の
多
く
を
占
め
る

心
室
細
動
を
止
め
る
に
は
自
動
体
外
式
除

細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ

ク
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

心
停
止
が
起
こ
っ
て
も
３
分
以
内
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
え
ば
約
７
割
の
人
の
命

を
救
う
こ
と
が
出
来
ま
す
が
、
１
分
遅
れ

る
毎
に
救
命
率
は
１
割
ず
つ
低
下
し
て
し

ま
い
、
10
分
を
過
ぎ
る
と
救
命
は
困
難
と

な
り
ま
す
。
東
京
マ
ラ
ソ
ン
で
は
過
去
16

回
（
２
０
０
７

－

２
０
２
３
年
）
の
開
催

で
16
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
心
停
止
し
ま
し
た

が
、
す
べ
て
救
命
さ
れ
ま
し
た
（
救
命
率

１
０
０
％
）。
こ
の
結
果
は
主
催
者
の
周

到
な
準
備
や
救
護
ス
タ
ッ
フ
・
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
迅
速
な
処
置
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
世
界
の
マ
ラ
ソ
ン
界
か
ら
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

3 

心
肺
蘇
生
と
A
E
D

２
０
１
１
年
９
月
、
さ
い
た
ま
市
の
小

学
５
年
生
だ
っ
た
明
日
香
さ
ん
が
駅
伝
の

練
習
中
に
突
然
倒
れ
て
死
亡
す
る
と
い
う

大
変
悲
し
い
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。
学
校

に
は
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
教
員

た
ち
も
心
肺
蘇
生
講
習
会
を
受
け
て
い
た

の
で
す
が
、
心
停
止
と
は
判
断
で
き
ず
心

肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
電
気
シ
ョ
ッ
ク

が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
い
た
ま

市
は
こ
の
経
験
に
基
づ
き
心
臓
突
然
死
を

防
ぐ
た
め
の
緊
急
時
対
応
を
徹
底
的
に
見

直
し
、「
判
断
に
迷
っ
た
場
合
に
は
す
ぐ

に
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
」
こ

と
に
し
ま
し
た
（
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ａ
モ
デ
ル
）。

突
然
の
心
停
止
を
救
命
す
る
に
は
、
救

急
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
（
バ
イ
ス
タ
ン

ダ
ー
）
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
と
１
次
救

命
処
置
（
胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
）
が

何
よ
り
必
要
で
す
。
胸
骨
圧
迫
す
る
と
救

命
率
は
約
２
倍
と
な
り
、
さ
ら
に
電
気

シ
ョ
ッ
ク
を
す
れ
ば
約
半
数
の
人
を
救
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
救
急
隊
が
到

着
す
る
ま
で

の
バ
イ
ス
タ

ン
ダ
ー
に
よ

る
救
急
処

置
が
、
心
停

止
の
救
命
率

や
社
会
復

帰
率
を
大

き
く
向
上
さ

せ
る
の
で
す

が
、
日
本
で

は
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

普
及
率
は

高
い
も
の
の

一
般
市
民
に

よ
る
そ
の
使

用
率
は
低

く
、
学
校
や

職
場
な
ど
で

の
心
肺
蘇
生

や
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
啓

発
が
大
変

重
要
で
す
。

「
心
停
止
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と

き
こ
そ
、
完
璧
で
な
く
て
も
い
い
の
で
胸

骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
を
ぜ
ひ
実
行
し
て

下
さ
い
。
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